
事 業 提 案 団 体 本庄まちづくり推進協議会 

事 業 名 本庄空き家相談センター 

 

団 体 紹 介 

 

・本庄で空き家が 171 軒あり、今後も増加が想定され、今こそ利活用等対

策しなければ将来大変なことになると考え、相談センターを設立。 

・令和 4年 9月よりセンター設立準備。12 月に正式に設立。役員 25 名。 

・総会、理事会、事務局で構成され、地区内の 16 の地域より委員を選出。 

・空き家対策に乗り出す地域住民主体の団体としては、市内で初めて。 

事 業 の 内 容 

・相談窓口、宅建センター、市相談センターと連携し、空き家の貸し主、

借り主をつなげ、管理に関する相談も受け付ける。 

・具体的には、各町内で空き家の調査、空き家の把握 (地図落とし、写真)・

情報の共有、相談者の対応、利活用対策などの取組を行っていく。 

・当面は空き家の実態調査を行い、まずは空き家対策に向けた基礎資料と

したい。 

困 り ご と 

・空き家の利活用 

・空き家の管理と所有者の意向調査 

・空き家の売買、改修と取壊し 

・今後の空き家増加対策 

・専門業者との連携 

主 な 活 動 地 区 本庄 

【メモ欄】 

疑問に思ったことや、聞いてみたいことなどご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事 業 提 案 団 体 忌部自治協会 

事 業 名 田んぼアート 

団 体 紹 介 

・昭和 27 年発足。事務局は忌部公民館内にあり、忌部地区の 17 自治会を  

取りまとめている。 

・忌部地区は、平成 22 年 9 月に島根県の宍道湖湖沼水質保全計画に基づき

指定され、流出水地区における水環境保全活動を実施するため、忌部地区

流出水対策協議会を設立。 

・水資源や自然環境の保護のため活動を展開するため、その一環として  

「田んぼアート」を開始。 

事 業 の 内 容 

・忌部川の水質や環境問題を考えたことがきっかけで始まった「田んぼ  

アート」。 

・地域の人たちと子どもたちが「田んぼアート」を体験・学習することに  

より、「水と緑と花の里・忌部」を次世代の子どもたちに伝承するとともに、

地区外の人たちにも忌部の取り組みをアピールしながら、地域間交流を 

深める。 

・今後も水環境保全、「水と緑と花の里・忌部」を子ども達へ伝承、地区外と

の地域間交流のため、事業継続を目指す。 

困 り ご と 

 

・広報 

・事業継続(後継者・人材) 

・資金調達 

 

主 な 活 動 地 区 忌部 

【メモ欄】 

疑問に思ったことや、聞いてみたいことなどご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事 業 提 案 団 体 松江ＳＰＥＥＤ 

事 業 名 空き家を活用した居場所づくり 

団 体 紹 介 

・令和 4年 4月 1日に設立。 

・構成メンバーは 30～40 代の子育て世代 10 人。 

・ミニ四駆を作ることを通して、人と人とのつながりや余暇を充実させ、  

多くの人と幸せを共有できる場所やモノの提供することを目指し、発足。 

・早いミニ四駆を作るために「親子」で試行錯誤する機会になったり、   

早いレーサーと世代を超えたコミュニケーションが必要となることも 

あり、老若男女が楽しみながら交流している。 

事 業 の 内 容 

・空き家を活用し、世代を超えて子どもも大人も楽しめ、学べる場所を作る。 

・「学習（寺小屋）」だけでなく、「遊び」を通じた様々な学び、食（子供食堂）

を通じた本当の「味」の理解などを目指す。 

困 り ご と 

 

・資金調達 

・専門高校との連携 

・特に若者と 50 代の参加・協力・連携 

主 な 活 動 地 区 松江市内 

【メモ欄】 

疑問に思ったことや、聞いてみたいことなどご自由にお書きください。 



事 業 提 案 団 体 大谷地区森の家プロジェクト 

事 業 名 大谷地区交流促進事業 

団 体 紹 介 

・令和 4年 3月に出雲東郵便局長会が発案した原木椎茸植菌体験会を共同

で開催した事により発足。 

・地域の活性化事業の一環として、旧大谷小学校の裏山で、地域の方や 

子どもたちとともに、原木椎茸の植菌体験などを行った。 

・メンバーは地区内外から計６名で構成。 

事 業 の 内 容 

・地元産物を使う体験型コミュニティ作りを交流促進事業として、他地域へ

波及効果を出す”大谷モデル”を展開していく。 

・活動を通して、地区内外の大人が子供を見守り育てていく『地域』を 

目指す。 

・昨年 6 月は地元産の竹を使った竹灯籠と蛍で２つの光を灯したライト  

アップを開催。 

困 り ご と 

 

・スタッフ不足 

・活動拠点問題 

・継続運営の資金調達方法 

 

主 な 活 動 地 区 玉湯 

【メモ欄】 

疑問に思ったことや、聞いてみたいことなどご自由にお書きください。 

 


